
 

国土強靱化 民間の取組事例 379  地域全体への貢献 

社会貢献をする！ ▶地域全体への貢献 30復旧・復興を支援している例 

379 通勤時における道路状況のパトロール 

取組主体 法人番号 事業者の種類（業種） 実施地域 
株式会社廣野組 7450001010310 インフラ関連事業者 

（建設業） 
北海道 

1 取組の概要 

 危険な道路状況を道路管理者へ報告 

 株式会社廣野組では、冬期間の土木工事の際に、交通

への支障となる事象等を発見した場合には、道路管理

者である、上川総合振興局旭川建設管理部へ報告する

取組を平成 27年より行っている。 

 

 

2 取組の特徴（特色、はじめたきっかけ、狙い、工夫した点、苦労した点） 

 局地的な異変をいち早く伝える 

 北海道では、近年、急速に発達した低気圧により暴風雪が発生し、多数の被害を受けてきてい

る。特に平成 25年３月には、吹き溜まりにより、車ごと雪に埋もれる人的被害や多数の車両

が立ち往生するなど、大きな交通障害が発生している。このような中、こまめなパトロールを

実施することにより、吹き溜まり等をいち早く発見・報告することで、こうした被害の軽減に

繋げることが可能となる。 

 また冬期間は局地的な暴風雪が発生しやすく、吹き溜まり等による交通障害の早期の把握が道

路の安全確保の面から重要となっている。 

 このため、株式会社廣野組では、冬期間の施工となる土木工事については、工事現場への通勤

経路や工事現場において、 

○吹き溜まり等交通への支障となる事象 

○雪崩を誘発する雪庇 

○視程障害を生じる吹雪等の発生 

を確認した場合には、本社を通じて道路管理者である 

上川総合振興局旭川建設管理部へ報告する取組を行う

こととし、「通勤時における道路状況のパトロール」

の取組内容について、平成 27年の降雪前に上川総合

振興局旭川建設管理部と協議をおこなった。 

▲株式会社廣野組 本社 

▲吹き溜まりの様子 
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3 取組の平時における利活用の状況 

 日々の「通勤」がそのままパトロールとなる 

 同社の遠隔地の工事現場への通勤経路は、郊外部を経由するものが多く、約 60ｋｍと長距離

に及ぶ場合もある。また中間に峠があることから、朝夕の通勤時の道路状況の把握は道路管理

者のパトロールを補完する有効なものである。 

 

 

4 取組の国土強靱化の推進への効果 

  道路ネットワークの確保は、自動車への依存度が高い北海道において、安全・安心な暮らしの

根幹を支えるものである。特に、冬期間の暴風雪等によって生じる吹き溜まりや雪崩等による

地域の孤立を防ぐためには、早期の異変の把握が重要となる。通勤時にあわせて道路状況を道

路管理者に報告することにより、適切な道路管理や地域住民の安全・安心につながる。 

 

5 防災・減災以外の効果 

  安全意識の向上により、通勤路で少しでも危険性を感じた場合には、通勤時の職員が関係所管

に報告するようになった。最近では、湿った雪により樹木の枝葉に付着した雪氷の重さで樹木

が道路上に倒れる恐れがあったため、道路管理者に報告するなど、その内容の拡充を行い体制

の充実を図っている。 

 

6 現状の課題・今後の展開など 

  同社では、現在３箇所の冬期工事を施工しており、それぞれの経路において交通量や利用者が

異なっている。このため提供すべき情報の内容について、道路管理者である上川総合振興局旭

川建設管理部の指導を受け検討を進めている。 

 

 

▲同社から工事現場までの経路 ▲雪崩予防柵の様子 
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7 周囲の声 

  近年、道内においては、暴風雪による猛吹雪や吹き溜まり、局地的な大雪による人的被害や重

大な交通障害等、道民の安全・安心な暮らしを脅かしている。道路管理者としてもパトロール

強化を図ってきているが、財源等から対応に苦慮してきた。このような状況の中で今回の取組

は大変助かっており、今後も、建設協会に所属する企業ともに取組を推進したい。 

(所轄官庁) 
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